





























































































る。だから、運動量mn2 (mv2) をηで割ると mn(mv)になる、という数学的な操作にすぎ
ない。しかし、 mv2とmvは単位時間当たりの運動量で比較できない質的な差異を含んでいる。


































錘を 20mだけ持ち上げることができる。同様に、 1kgの錘の腕に少しの力を加えるだけで、 4













いえる。 1kgの錘を 20mの高さに持ち上げて落下させると、 20mの距離を下降して、毎秒20
mの速度を得る (v=占戸から算出、タは重力の加速度=:10 m/秒2、hは落下距離。ヘルム
ホルツはこの式から、ギ =mghを導いた)。また、 4kgの錘を 5m持ち上げて落下させた場
合は、 5m下降して毎秒10mの速度を得る。落下時間は、 4kgの錘は 5mを1秒で、 1kgの
錘は 20mを2秒で落下する(最終速度を重力の加速度10m/秒2で割ると落下時間を得る。摩


















































































































式はx= vot + !at2となる。 v= Vo +αtから tを消去すると等加速度運動における速度と変位の
関係式v2- v~ = 2axが得られる。そこで、速度v(m/s)で運動する質量m (kg)の台車が
持つ運動エネルギーは、台車が障害物(箱)に触れてから静止するまでの聞に x(m)だけ移
動し、その聞に箱は一定の力 Fを及ぼすという仮定から求められている。台車の運動方程式は
ma = -F (台車は箱から -Fの反作用を受ける)、従って、台車は負の加速度。=ずで等加速
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